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はじめに 

 

 

 「蕨市公共施設等総合管理計画」（以下「総合管理計画」という。）は、国の「公

共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針」（平成 26 年 4 月 22 日 総

財務第 7 5 号）及び「インフラ＊長寿命化基本計画＊」(平成 25 年 11 月 29 

日インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議決定）に基づき策定し

ました。 

 

 本市の総人口は、近年、約７万人前後で推移し、今後も蕨市人口ビジョンに基

づく総合戦略などのさまざまな施策により、総人口の維持を見込んでいます。し

かしながら、全国的な傾向と同様に、高齢化が進み、生産年齢人口の減少に伴う

歳入の減少や高齢化社会の進展による扶助費＊等経費の増大などによって、財政

状況の悪化が懸念されています。 

 

一方、昭和 40 年代の高度経済成長期とその後の約 10 年の間に、人口の増

加や市民からの要望に対応して、公共施設等（庁舎、公民館、校舎などの公共施

設や道路、橋りょう、上下水道などのインフラ施設）を整備してきましたが、こ

れらが時間の経過とともに徐々に老朽化し、今後、その安全性と機能性を確保す

るための維持管理、更新等に要する費用が多額になると見込まれます。 

  

今後、本市が直面する歳入の減少と費用の増加という、同時に解決することの

きわめて困難な課題に対し、市民の皆さんとともに取り組むまちづくりの将来

計画として、総合管理計画を策定しました。 
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